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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

９月８日から３日間、台湾幹部練成会を開催
台北・台南教会の会員が教えを語り合い、さらなる実践を決意
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心を耕し、仏に戻る

庭野日鑛
立正佼成会会長

仏性の⾃覚を深める
釈尊は、私たちが⼼に信仰の種を播き、怠ることなく耕作をつづけると、「あ

らゆる苦悩から解き放たれる」とお説きくださいました。それは、当時、釈尊
の⽬の前にいた⼈たちだけではなくて、いまを⽣きる私たちの胸にも、⼒強い
メッセージとして響くお⾔葉です。私たちは、この堂々たるお⾔葉を素直に受
けとめて仏道を歩めばいいのです。
ただ、先⽉お話ししたように「たった⼀回でも⼼を耕せば、⼆度と苦しみ悩

むことはない」と受けとめるのは、少し⾍がよすぎるかもしれません。⽇々、
⼼の⼟壌をやわらかく耕すような⾔葉や⾏ない──菩薩⾏──を繰り返すなか
で、そのつど⾃分のなかの仏、すなわち仏性を掘り起こすことが、苦悩の少な
い⼈⽣につながるのだと思います。
ある⼀瞬、仏と同じ性質をもつ⾃他の尊厳に気づいたとしても、また疑問が

わく。忘れてしまう。しかし、困っている⼈を⾒て「なんとかしたい」と思い
やるような機会があると、仏性そのものの⾃⼰であることを思いだして、その
⾃覚が深まる。そうしたことの繰り返しが⼤切なのです。
今⽉、⼊寂会を迎える開祖さまもまた、⼀⼈ひとりが⾃他の仏性に⽬覚める

ことの⼤切さを繰り返し説いています。私たちがよりどころとする経典の⼀つ
である法華経を「⼈間が⾃⼰の仏性に⽬覚めることの⼤切さを説き⽰した経典」



会長法話
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といい、仏性という「良⼼や真⼼、善意」など、だれもがもっている「⼼の宝」
を前⾯に押し出していけば、いつも明るい⼼で安らかな⽣活ができるというの
です。
ところが、⼼を耕すことをほんの少し忘れただけで、私たちの⼼の⼟壌は固

く締まり、柔軟性を失って、⾃他の仏性が⾒えなくなります。古い⽂献に「わ
が⾝に仏性ありと知らぬものを凡夫とは申すなり」とあるとおり、ほんとうは
いつでも仏に戻れるはずなのに、そのことを忘れて煩悩まみれの⾃分を真の⾃
⼰だと思いこんでしまうのです。

慈悲⼼が仏性を掘り起こす
では、どうすれば仏性そのものである本来の⾃分に戻れるのかといえば、か

つて開祖さまが述べた「仏性」とは「慈悲⼼のこと」という⾔葉がヒントにな
ります。先述したように、私たちが慈悲⼼を起こしたり、それを実践したりす
るとき、そのたびごとに私たちの仏性は掘り起こされます。たとえば、ふだん
は⽑嫌いする蜘蛛に⾃分と同じ命の輝きを⾒て殺⽣を思いとどまるとしたら、
それは慈悲⼼によって蜘蛛の仏性を拝むことができ、しかも蜘蛛をとおして⾃
⾝の仏性が掘り起こされて⾃覚を促されたということです。
しかし、そうして少しずつ仏性の⾃覚が深まるなかでも、不都合なことがあ

ると、私たちはつい愚痴を吐いたり、怒ったり、⼈に⼼ない仕打ちをしたりし
ます。また、そのような思いやりのない⾃分と、仏性の⾃覚に⽴った⾃分との
隔たりを恥ずかしく思って、悩む⼈がいるかもしれません。
それでも、「仏性の⾃覚なんて、私には無理だ」などと卑屈になる必要はあり

ません。昔の⾼僧でさえ「⼤悟⼗⼋遍、⼩悟は数を計らず」というくらい、気
づきと反省を繰り返しながら、つねに「仏のように⽣きたい」と⼼を耕しつづ
けられたのですから、むしろ恥ずかしいと感じて気づいたその思いが、成⻑や
向上の⾜がかりになるのです。そして、何より⼤事なことは、「⼀切衆⽣悉有
仏性」ということをかみしめられる⼈間として⽣かされている有り難さに感謝
し、やさしさと思いやりを忘れないことだと思います。
開祖さまが、「⼈さまを喜ばせるような⾏為を積み重ねていくうちに、私たち

に授かった⼤慈悲⼼、『仏性』というものは、どんどん輝き」を増し、「『仏性』
と『仏性』が響き合う、仏の世界」が築かれるというとおり、本来みな、あら
ゆる苦悩から解き放たれる存在だと私は信じているのです。

（『佼成』2024 年 10 ⽉号）



家庭教育を学んで最も素晴らしいと思ったことを教えて
ください。

立正佼成会には、いつごろ、どのようなきっかけで入会さ
れたのですか？

その後、家庭教育の普及にずいぶん努力されたようです
ね。
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スリランカ教会　クスマーワティ・ポディメニケ

Interview 
家庭教育をとおして親子が共に育ち、成長することを願って

Interview 
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現在、教会ではお役はされているのですか？また、仕事は
続けているのですか？

昨年、佼成会の教師資格を授与されましたが、その時か
ら何か気持ちの変化はありましたか？

法華経の中で心の支えにしている教えはありますか？

Interview 
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最後に今、願っていることや今後の目標を聞かせてくだ
さい。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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教団の行事

御親教

新年の一月七日、大聖堂で開かれる式典です。
この日は会長先生が年頭にあたって全国の会員
に、立正佼成会が一年間行なっていく取り組みの
ねらいや年次目標を示します。そして、会員一人
ひとりの今年一年のこころがまえを説きます。

会長先生のご指導は、衛星放送によって全国各
教会で放映されます。
会員たちは大聖堂や教会に集い、会長先生のご

指導をもとに、今年一年の決意を新たにします。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
一月七日は「七日正月」といって、この日を
正月の終わりと考え、生活をふだん通りに切
りかえる日とされている。また、セリやナズ
ナなど七種類の野菜が入った「七草粥」を食
べて、一年間の健康を祈る日でもある。



まんが 立正佼成会入門
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寒中読誦修行

大寒の入り（一月二十日）から節分（二月三日）
までの間、大聖堂をはじめ全国各地の教会道場など
に会員が参集し、法華三部経の読誦修行を行ないま
す。大聖堂では十五日間、朝六時から行ないます。
一年間でもっとも寒い時に朝早く起きて行くの

は、とてもつらいことです。しかし、それができた
時の喜びや充実感は、自分にいままで以上のパワー
をつけてくれるはずです。それに、一生懸命お経を
あげることで、すがすがしい気分を感じることがで
きます。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
節分は「季節の分かれ目」をちぢめた言葉。こ
の日は各家庭で、「福は内、鬼は外」などと唱
えながら豆をまいて悪い心を追いはらう習慣
がある。
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道を歩むベく生きる
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法華経には、私たちが仏さまに生かされていることが随所に説かれています。

「譬諭品」の、「今此の三界は　皆是れ我が有なり　其の中の衆生は　悉く是れ吾が

子なり　而も今此の処は　諸の患難多し　唯我一人のみ　能く救護を為す」というお

言葉もそうです。

仏さまは、私たちすべての人間を「みんなわが子である」とおっしゃるのです。こ

れは、私たちは「仏さまに生かされて生きている」ということです。

そして「諸の患難多し　唯我一人のみ　能く救護を為す」というのは、この世には

困難な問題が山ほどあるけれども、仏さまは常に私たちを護ってくださる、というこ

とです。

また、「如来寿量品」では、「常に法を説いて　無数億の衆生を教化して　仏道に入

らしむ」と説かれています。

これも、私たちが「仏道に入ろう」と発心するのは、仏さまが教化してくださった

お陰さまで、みんなが仏道に入るように生まれてきて、生かされているというわけです。

そして「如来寿量品」の最後には、「毎に自ら是の念を作す　何を以てか衆生をして　

無上道に入り　速かに仏身を成就することを得せしめんと」とあって、仏さまが私た

ちを速く仏にしたいと常に念じてくださっている、と説かれています。

こういうお経文を読ませていただくと、私たちが仏さまに生かされていることがはっ

きりとわかります。こうして、仏さまに生かされていることが明快に示されているの

ですから、私たちは素直に、まっしぐらに仏道を歩めばいいわけです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.60-61
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We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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